
東京都立多摩科学技術高等学校
事業報告会

「分野等融合探究」



バイオテクノロジー（BT） エコテクノロジー（ET） インフォメーションテク
ノロジー（IT）

ナノテクノロジー（NT）

専門高校：工業
学 科：科学技術科
生 徒 数：６３０人
創 立：２００９年

進学指導推進校（東京都指定）
英語教育推進校（東京都指定）
SSH（基礎枠（Ⅲ期）・重点枠）指定校

・理数教育と探究活動の推進
・探究活動の重要性

多摩科学技術高校の概要



本校の研究開発課題と概要

【本校の課題】

国際的な協働のもとでの研究を

やり抜く力の育成

【どうやって？】
・研究内容を掘り下げる力を伸長
・研究計画を修正する力を伸長
・研究交流で対話する力を伸長

【具体的には？】
・３年間の探究活動を通じて



1学年（週1時間）

「分野等融合探究」

「工業技術基礎」

「科学技術と人間」

2学年（週3時間）

「課題研究」

※「総合的探究の時間」
の代替

3学年（週3時間）

「卒業研究」
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バイオテクノロジー（BT）領域

エコテクノロジー（ET）領域

インフォメーションテクノロジー（IT）領域

ナノテクノロジー（NT）領域

1学年・2学年融合
「共通教科の教員」

1学年
「科学技術科の教員」

本校の探究活動について



令和６年度実施内容
・分野等融合探究の週時程での実施
目的：
生徒の「研究内容を掘り下げる力」を育成
１年生：生徒が「研究内容を掘下げる力」の素地を主体的に育成できるように

なること
２年生：生徒が「研究内容を掘下げる力」を主体的に発展・深化できるように

なること
※「研究内容を掘り下げる力」とは
・調査力（書籍や論文、インターネットを利用して調査する）
・理解力（調査した内容を理解したり、図表から読み取ったり、人の話を理解する）
・課題発見力（調査した内容を理解した上で社会的な課題を発見する）
・発想力（発見した課題を解決する方法（アイデア）を見出す）
・設定力（アイデアに基づいて検証できる仮説を設定する）
・検証力（仮説を検証するために必要な内容を設定して実際に検証する）
・考察力（実験やシミュレーションの結果から考える力）
・応用力（ある分野での方法、結果、技術などを別の分野に応用する）
・表現力（相手に伝えたいことを文字や図などを使用してわかりやすく論理的に表現する）
・交流力（相手のバックグラウンドを考えて情報を伝えたり、受け取ったりする）
・教育力（相手のバックグラウンドを考えて教える）



令和６年度実施内容
・分野等融合探究の週時程での実施

ねらい（教員）：
工業科と普通科の教員の交流の活性化により新たな

カリキュラムの構築

ねらい（生徒）：
・共通教科の教員によるファシリテータが入ることで文理複合的
な考え方ができるようになり、充実した深い学びにつながる

・異学年・異分野の生徒が混在した環境で探究活動を実施し、

「研究内容を掘下げる力」を効率的に育成することで、２年次から
の「課題研究」等がより発展・深化したものになる。



【クラス編成】
異なる学年や研究分野の
生徒が混在する12クラスを編成（おおよそ１クラスあたり１年生18
人、２年生18人）

【教員体制】
・共通教科（国語、地歴公民、数学、理科、保健体育、英語、 家
庭科）の教員12人が週１時間授業を受け持つ
・授業終了後、ミーティング(情報交換会)を短時間で行う

何かクラス編成・教員体制で気を付けたことはあるのか？
→ない。全て機械的に処理した。

令和６年度実施内容

・分野等融合探究の週時程での実施



２年生１年生

・ １グループ4人（1年生：2名、2年生2名）を基本
・生徒の研究分野、興味ある事には配慮せず
・“育成すべき力”についての共通理解とワークシートのみ

令和６年度実施内容

・分野等融合探究の週時程での実施



授業風景

令和６年度実施内容

カットします



どのような教材で進めたのか

毎時間、
ワークシートを作成

【誰が？】
科学教育研究部
と

分野等融合探究担当教員

毎時間、生徒の気づきをかかせる
↓

生徒自身が自身の変容に気づいて
いく

2年間分の授業を1枚のワークシート
でまとめられる

1年次：左の欄
2年次：右の欄

↓

生徒自身が自身の変容に気づいて
いく

データでも回収・保存

令和６年度実施内容



評価（アンケート・生徒の気づきの蓄積から）

教員の成果について

・ 教員間の連携が強化され、文理融合型の授業設計が進化

・生徒の自主性を引き出しながら、課題設定や仮説検証についてファシリ
テートしていく力が向上

・教材開発を通じて、他教科との連携が図れ、学校全体でカリキュラムを
構築する意識が芽生え、生徒への指導の仕方、また、生徒の負担感の減
少に向けた具体的な取組みが形になってきた。

・異なる教科や学年を統合する指導体制の調整力

・ 生徒間のスキル格差に対応する教員のサポート体制の整備

教員の課題について

令和６年度実施内容



生徒の成果について（教員サイド）

・ 異なる学年や研究分野の生徒が協働しながら課題解決に取り組むことで、多角的
な視点を身につける生徒が増えたことがワークシートや課題研究も成果から伺える

・生徒が課題を設定し、仮説を立て、実験や調査を通じて検証する力が育ってきてい
ることがワークシートから読み取れる。

・ワークシートの項目「気づき」の蓄積から自身の変容と成長をとらえる生徒が出てき
ている。

評価（アンケート・生徒の気づきの蓄積から）

令和６年度実施内容



生徒の成果について（生徒サイド）

【１年生】
・最近、この教科の意味が分かってきた
・このままでは、先輩の二の前になりそう。これから頑張る！
・先輩の研究に深く触れられたのは良かった
・視野を広げることは楽しいが、大変だ
・色々と気づかされた

【２年生】
・数理探究アセスメント結果が自分の見立てと合っているような思いが強くなって
きた
・この一年の活動がどうのような変容として客観的に数理探究アセスメントに反映
されるか楽しみだ
・１年生の視点は参考になる
・色々と気づかされた

評価（アンケート・生徒の気づきの蓄積から）

令和６年度実施内容



評価（数理探究アセスメント）

令和６年度実施内容

生徒の変容の客観的評価のために導入

Institution for a Global Society（IGS）社の探究型学習で育成する「探究力」を評価する
アセスメント

課題設定力
実験計画力
考察力
想像力



数理探
究アセ
スメント
の分析



数理探
究アセ
スメント
の分析



数理探究アセスメントの分析
生徒の成長データの変化

1年生

評価項目 上昇 変化なし 減少

課題設定力 23 % 36 % 40 %

実験計画力 18% 55 % 27 %

考察力 60 % 33 % 7 %

創造力 4 % 34 % 62 %

2年生

評価項目 上昇 変化なし 減少

課題設定力 19 % 35 % 47 %

実験計画力 22 % 46 % 32 %

考察力 52 % 35 % 13 %

創造力 8 % 34 % 58 %
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今後の課題

・データの蓄積の促進

※アセスメントの難易度のばらつき

・ルーブリック評価の導入

・外部機関との連携強化

・ 分野等融合探究のメソッドの普及



ご清聴ありがとうございました。
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